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(57)【要約】
　放送サービスを提供する放送サーバから放送映像を受
信する段階、および前記放送映像にクロマキー（ｃｈｒ
ｏｍａ－ｋｅｙ）を利用して前記電子機器のユーザに個
人化された背景映像を合成した最終映像を出力する段階
を含む放送提供方法を提供する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子機器が実行する放送提供方法であって、
　前記電子機器は、メモリに含まれるコンピュータ読み取り可能な命令を実行するように
構成された少なくとも１つのプロセッサを含み、
　前記放送提供方法は、
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、放送サービスを提供する放送サーバから放送
映像を受信する段階、および
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送映像にクロマキーを利用して前記電
子機器のユーザに個人化された背景映像を合成した最終映像を出力する段階
　を含む、放送提供方法。
【請求項２】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像を受信する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザが選択した映像を受信す
る段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項４】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記個人化された背景映像として、前記電子
機器のローカル領域に格納された映像を選択する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項５】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザが事前に設定した条件に
対応する映像を受信する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項６】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザと関連する情報に対応す
る映像を受信する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項７】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザと関連するユーザ映像と
前記電子機器のユーザと関連する情報によって特定された少なくとも１つの他のユーザと
関連する他のユーザ映像とに基づいて生成された映像を受信する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項８】
　前記背景提供サーバでは、前記電子機器および前記他のユーザの電子機器からそれぞれ
前記ユーザ映像および前記他のユーザ映像を取得し、これを組み合わせた映像を前記個人
化された背景映像として提供する、請求項７に記載の放送提供方法。
【請求項９】
　前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連する背景提供サーバ
から、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザと関連する他のユーザが
共有要求した映像を受信する段階
　をさらに含む、請求項１に記載の放送提供方法。
【請求項１０】
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　前記背景提供サーバが提供する各背景映像は、ターゲット要素が含まれた情報コンテン
ツからなり、
　前記個人化された背景映像を受信する段階は、
　前記背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記ターゲット要素が前
記電子機器のユーザと関連する情報に対応する映像を受信する、請求項２に記載の放送提
供方法。
【請求項１１】
　請求項１～１０のうちのいずれか一項に記載の放送提供方法をコンピュータに実行させ
るためのプログラムが記録されている、非一時なコンピュータ読み取り可能な記録媒体。
【請求項１２】
　電子機器であって、
　メモリ、および
　前記メモリと接続し、前記メモリに含まれるコンピュータ読み取り可能な命令を実行す
るように構成された少なくとも１つのプロセッサ
　を含み、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　放送サービスを提供する放送サーバから放送映像を受信する放送受信部、および
　前記放送映像にクロマキーを利用して前記電子機器のユーザに個人化された背景映像を
合成した最終映像を出力する映像出力部
　を備える、電子機器。
【請求項１３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像を受信す
る背景受信部
　をさらに含む、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、
前記電子機器のユーザが選択した映像を受信する背景受信部
　をさらに備える、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１５】
　前記電子機器のローカル領域に格納された映像が前記個人化された背景映像として選択
されること
　を特徴とする、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１６】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、
前記電子機器のユーザが事前に設定した条件に対応する映像を受信する背景受信部
　をさらに備える、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、
前記電子機器のユーザと関連する情報に対応する映像を受信する背景受信部
　をさらに備える、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１８】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、
前記電子機器のユーザと関連するユーザ映像と前記電子機器のユーザと関連する情報によ
って特定された少なくとも１つの他のユーザと関連する他のユーザ映像とに基づいて生成
された映像を受信する背景受信部
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　をさらに備える、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項１９】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、
　前記放送サービスと関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、
前記電子機器のユーザと関連する他のユーザが共有要求した映像を受信する背景受信部
　をさらに備える、請求項１２に記載の電子機器。
【請求項２０】
　前記背景提供サーバが提供する各背景映像は、ターゲット要素が含まれた情報コンテン
ツからなり、
　前記背景受信部は、
　前記背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記ターゲット要素が前
記電子機器のユーザと関連する情報に対応する映像を受信する、請求項１３に記載の電子
機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　以下の説明は、クロマキー（ｃｈｒｏｍａ－ｋｅｙ）を利用した放送映像を提供する技
術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　クロマキー（ｃｈｒｏｍａ－ｋｅｙ）技法とは、被写体を撮影した映像と予め設定され
ている背景映像またはイメージを合成して１つの映像物を生成することを一般的に意味す
る。クロマキーは、映像合成のためのものであって、特定の色（ｃｈｒｏｍａ）をキー（
ｋｅｙ）として指定した後、主映像のキー（ｋｅｙ）に該当する画素（ｐｉｘｅｌ）を他
の映像に置換する技術である。
【０００３】
　従来は、送り出し側が予めクロマキーを適用して画一的な背景映像を送り出していた。
例えば、特許文献１（韓国実用新案登録第２０－０３１１５１１号）（登録日２００３年
４月１１日）には、クロマキー技術を利用してカメラで撮影した映像と背景映像を合成し
た後、合成映像を有線／無線通信網を介して送り出す技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】韓国実用新案登録第２０－０３１１５１１号
【発明の概要】
【０００５】
　放送の視聴時に各視聴者が各視聴側でクロマキーを利用することで、それぞれ異なる背
景の放送を視聴することができる。
【０００６】
　放送視聴側の視聴者が、個人化された情報コンテンツからなる背景の放送を視聴するこ
とができる。
【０００７】
　電子機器が実行する放送提供方法であって、前記電子機器は、メモリに含まれるコンピ
ュータ読み取り可能な命令を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含
み、前記放送提供方法は、前記少なくとも１つのプロセッサにより、放送サービスを提供
する放送サーバから放送映像を受信する段階、および前記少なくとも１つのプロセッサに
より、前記放送映像にクロマキー（ｃｈｒｏｍａ－ｋｅｙ）を利用して前記電子機器のユ
ーザに個人化された背景映像を合成した最終映像を出力する段階を含む、放送提供方法を
提供する。
【０００８】
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　一側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連す
る背景提供サーバから、前記個人化された背景映像を受信する段階をさらに含んでよい。
【０００９】
　他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと関連
する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザが選
択した映像を受信する段階をさらに含んでよい。
【００１０】
　また他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記個人化された背
景映像として、前記電子機器のローカル領域に格納された映像を選択する段階をさらに含
んでよい。
【００１１】
　また他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと
関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザ
が事前に設定した条件に対応する映像を受信する段階をさらに含んでよい。
【００１２】
　また他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと
関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザ
と関連する情報に対応する映像を受信する段階をさらに含んでよい。
【００１３】
　また他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと
関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザ
と関連するユーザ映像と前記電子機器のユーザと関連する情報によって特定された少なく
とも１つの他のユーザと関連する他のユーザ映像とに基づいて生成された映像を受信する
段階をさらに含んでよい。
【００１４】
　また他の側面によると、前記背景提供サーバでは、前記電子機器および前記他のユーザ
の電子機器からそれぞれユーザ映像および他のユーザ映像を取得し、これを組み合わせた
映像を前記個人化された背景映像として提供してよい。
【００１５】
　また他の側面によると、前記少なくとも１つのプロセッサにより、前記放送サービスと
関連する背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記電子機器のユーザ
と関連する他のユーザが共有要求した映像を受信する段階をさらに含んでよい。
【００１６】
　また他の側面によると、前記背景提供サーバが提供する各背景映像は、ターゲット要素
が含まれた情報コンテンツからなり、前記個人化された背景映像を受信する段階は、前記
背景提供サーバから、前記個人化された背景映像として、前記ターゲット要素が前記電子
機器のユーザと関連する情報に対応する映像を受信してよい。
【００１７】
　前記放送提供方法をコンピュータに実行させるためのプログラムが記録されている、非
一時なコンピュータ読み取り可能な記録媒体を提供する。
【００１８】
　電子機器であって、メモリ、および前記メモリと接続し、前記メモリに含まれるコンピ
ュータ読み取り可能な命令を実行するように構成された少なくとも１つのプロセッサを含
み、前記少なくとも１つのプロセッサは、放送サービスを提供する放送サーバから放送映
像を受信する放送受信部、および前記放送映像にクロマキーを利用して前記電子機器のユ
ーザに個人化された背景映像を合成した最終映像を出力する映像出力部を備える、電子機
器を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本発明の一実施形態における、ネットワーク環境の例を示した図である。
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【図２】本発明の一実施形態における、電子機器およびサーバの内部構成を説明するため
のブロック図である。
【図３】本発明の一実施形態における、電子機器のプロセッサが含むことのできる構成要
素の例を示したブロック図である。
【図４】本発明の一実施形態における、電子機器が実行することのできる方法の例を示し
たフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態における、クロマキーを利用して放送映像と背景映像を合成
する過程を説明するための例示図である。
【図６】本発明の一実施形態における、個人化された背景映像を生成する過程の一例を説
明するための例示図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施形態について、添付の図面を参照しながら詳しく説明する。
【００２１】
　本発明の実施形態は、クロマキーを利用して映像を提供する技術に関し、より詳細には
、放送視聴側でクロマキーを利用した個人化背景を表示する技術に関する。
【００２２】
　本明細書で具体的に開示される事項を含む実施形態は、放送視聴側にクロマキーを利用
した個人化背景を提供することができ、これにより、個人化サービス、情報ターゲティン
グ、娯楽要素、効率性、利便性などの側面において相当な長所を達成することができる。
【００２３】
　図１は、本発明の一実施形態における、ネットワーク環境の例を示した図である。図１
のネットワーク環境は、複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１４０、複数のサーバ
１５０、１６０、およびネットワーク１７０を含む例を示している。このような図１は、
発明の説明のための一例に過ぎず、電子機器の数やサーバの数が図１のように限定される
ことはない。
【００２４】
　複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１４０は、コンピュータシステムによって実
現される固定端末や移動端末であってよい。複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１
４０の例としては、スマートフォン、携帯電話、ナビゲーション、ＰＣ（ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、ノート型ＰＣ、デジタル放送用端末、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）、ＰＭＰ（Ｐｏｒｔａｂｌｅ　Ｍｕｌｔｉｍ
ｅｄｉａ　Ｐｌａｙｅｒ）、タブレット、ゲームコンソール、ウェアラブルデバイス、Ｉ
ｏＴ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　ｔｈｉｎｇｓ）デバイス、ＶＲ（ｖｉｒｔｕａｌ　ｒｅ
ａｌｉｔｙ）デバイス、ＡＲ（ａｕｇｍｅｎｔｅｄ　ｒｅａｌｉｔｙ）デバイスなどがあ
る。一例として、図１では、電子機器１１０の例としてスマートフォンを示しているが、
本発明の実施形態において、電子機器１１０は、実質的に無線または有線通信方式を利用
し、ネットワーク１７０を介して他の電子機器１２０、１３０、１４０および／またはサ
ーバ１５０、１６０と通信することのできる多様な物理的なコンピュータシステムのうち
の１つを意味してよい。
【００２５】
　通信方式が限定されることはなく、ネットワーク１７０が含むことのできる通信網（一
例として、移動通信網、有線インターネット、無線インターネット、放送網、衛星網など
）を利用する通信方式だけではなく、機器間の近距離無線通信が含まれてよい。例えば、
ネットワーク１７０は、ＰＡＮ（ｐｅｒｓｏｎａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＬＡ
Ｎ（ｌｏｃａｌ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＣＡＮ（ｃａｍｐｕｓ　ａｒｅａ　ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）、ＭＡＮ（ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＷＡ
Ｎ（ｗｉｄｅ　ａｒｅａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＢＢＮ（ｂｒｏａｄｂａｎｄ　ｎｅｔｗｏ
ｒｋ）、インターネットなどのネットワークのうちの１つ以上の任意のネットワークを含
んでよい。さらに、ネットワーク１７０は、バスネットワーク、スターネットワーク、リ



(7) JP 2021-532616 A 2021.11.25

10

20

30

40

50

ングネットワーク、メッシュネットワーク、スター－バスネットワーク、ツリーまたは階
層的ネットワークなどを含むネットワークトポロジのうちの任意の１つ以上を含んでもよ
いが、これらに限定されることはない。
【００２６】
　サーバ１５０、１６０それぞれは、複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１４０と
ネットワーク１７０を介して通信して命令、コード、ファイル、コンテンツ、サービスな
どを提供する１つ以上のコンピュータ装置によって実現されてよい。例えば、サーバ１５
０は、ネットワーク１７０を介して接続した複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１
４０に第１サービスを提供するシステムであってよく、サーバ１６０も、ネットワーク１
７０を介して接続した複数の電子機器１１０、１２０、１３０、１４０に第２サービスを
提供するシステムであってよい。より具体的な例として、サーバ１５０は、複数の電子機
器１１０、１２０、１３０、１４０においてインストールされて実行されるコンピュータ
プログラムであるアプリケーションを通じ、該当のアプリケーションが目的とするサービ
ス（一例として、放送サービスなど）を第１サービスとして複数の電子機器１１０、１２
０、１３０、１４０に提供してよい。他の例として、サーバ１６０は、上述したアプリケ
ーションのインストールおよび実行のためのファイルを複数の電子機器１１０、１２０、
１３０、１４０に配布するサービスを第２サービスとして提供してよい。
【００２７】
　図２は、本発明の一実施形態における、電子機器およびサーバの内部構成を説明するた
めのブロック図である。図２では、電子機器に対する例として電子機器１１０の内部構成
およびサーバ１５０の内部構成について説明する。また、他の電子機器１２０、１３０、
１４０やサーバ１６０も、上述した電子機器１１０またはサーバ１５０と同一または類似
の内部構成を有してよい。
【００２８】
　電子機器１１０およびサーバ１５０は、メモリ２１１、２２１、プロセッサ２１２、２
２２、通信モジュール２１３、２２３、および入力／出力インタフェース２１４、２２４
を含んでよい。メモリ２１１、２２１は、非一時的なコンピュータ読み取り可能な記録媒
体であって、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＯＭ（ｒｅａｄ
　ｏｎｌｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ディスクドライブ、ＳＳＤ（ｓｏｌｉｄ　ｓｔａｔｅ　ｄ
ｒｉｖｅ）、フラッシュメモリ（ｆｌａｓｈ　ｍｅｍｏｒｙ）などのような永続的大容量
記録装置を含んでよい。ここで、ＲＯＭ、ＳＳＤ、フラッシュメモリ、ディスクドライブ
のような永続的大容量記録装置は、メモリ２１１、２２１とは区分される別の永続的記録
装置として電子機器１１０やサーバ１５０に含まれてもよい。また、メモリ２１１、２２
１には、オペレーティングシステムと、少なくとも１つのプログラムコード（一例として
、電子機器１１０においてインストールされて実行されるブラウザや、特定のサービスの
提供のために電子機器１１０にインストールされるアプリケーションなどのためのコード
）が記録されてよい。このようなソフトウェア構成要素は、メモリ２１１、２２１とは別
のコンピュータ読み取り可能な記録媒体からロードされてよい。このような別のコンピュ
ータ読み取り可能な記録媒体は、フロッピー（登録商標）ドライブ、ディスク、テープ、
ＤＶＤ／ＣＤ－ＲＯＭドライブ、メモリカードなどのコンピュータ読み取り可能な記録媒
体を含んでよい。他の実施形態において、ソフトウェア構成要素は、コンピュータ読み取
り可能な記録媒体ではない通信モジュール２１３、２２３を通じてメモリ２１１、２２１
にロードされてもよい。例えば、少なくとも１つのプログラムは、開発者またはアプリケ
ーションのインストールファイルを配布するファイル配布システム（一例として、上述し
たサーバ１６０）がネットワーク１７０を介して提供するファイルによってインストール
されるコンピュータプログラム（一例として、上述したアプリケーション）に基づいてメ
モリ２１１、２２１にロードされてよい。
【００２９】
　プロセッサ２１２、２２２は、基本的な算術、ロジック、および入出力演算を実行する
ことにより、コンピュータプログラムの命令を処理するように構成されてよい。命令は、
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メモリ２１１、２２１または通信モジュール２１３、２２３によって、プロセッサ２１２
、２２２に提供されてよい。例えば、プロセッサ２１２、２２２は、メモリ２１１、２２
１のような記録装置に記録されたプログラムコードにしたがって受信される命令を実行す
るように構成されてよい。
【００３０】
　通信モジュール２１３、２２３は、ネットワーク１７０を介して電子機器１１０とサー
バ１５０とが互いに通信するための機能を提供してもよいし、電子機器１１０および／ま
たはサーバ１５０が他の電子機器（一例として、電子機器１２０）または他のサーバ（一
例として、サーバ１６０）と通信するための機能を提供してもよい。一例として、電子機
器１１０のプロセッサ２１２がメモリ２１１のような記録装置に記録されたプログラムコ
ードにしたがって生成した要求が、通信モジュール２１３の制御にしたがってネットワー
ク１７０を介してサーバ１５０に伝達されてよい。これとは逆に、サーバ１５０のプロセ
ッサ２２２の制御にしたがって提供される制御信号や命令、コンテンツ、ファイルなどが
、通信モジュール２２３とネットワーク１７０を経て電子機器１１０の通信モジュール２
１３を通じて電子機器１１０に受信されてよい。例えば、通信モジュール２１３を通じて
受信されたサーバ１５０の制御信号や命令、コンテンツ、ファイルなどは、プロセッサ２
１２やメモリ２１１に伝達されてよく、コンテンツやファイルなどは、電子機器１１０が
さらに含むことのできる記録媒体（上述した永続的記録装置）に記録されてよい。
【００３１】
　入力／出力インタフェース２１４は、入力／出力装置２１５とのインタフェースのため
の手段であってよい。例えば、入力装置は、キーボード、マウス、マイクロフォン、カメ
ラなどの装置を、出力装置は、ディスプレイ、スピーカ、触覚フィードバックデバイスな
どのような装置を含んでよい。他の例として、入力／出力インタフェース２１４は、タッ
チスクリーンのように入力と出力のための機能が１つに統合された装置とのインタフェー
スのための手段であってもよい。入力／出力装置２１５は、電子機器１１０と１つの装置
で構成されてもよい。また、サーバ１５０の入力／出力インタフェース２２４は、サーバ
１５０に接続するかサーバ１５０が含むことのできる入力または出力のための装置（図示
せず）とのインタフェースのための手段であってよい。より具体的な例として、電子機器
１１０のプロセッサ２１２がメモリ２１１にロードされたコンピュータプログラムの命令
を処理するにあたり、サーバ１５０や電子機器１２０が提供するデータを利用して構成さ
れるサービス画面やコンテンツが、入力／出力インタフェース２１４を通じてディスプレ
イに表示されてよい。
【００３２】
　また、他の実施形態において、電子機器１１０およびサーバ１５０は、図２の構成要素
よりも多くの構成要素を含んでもよい。しかし、大部分の従来技術の構成要素を明確に図
に示す必要はない。例えば、電子機器１１０は、上述した入力／出力装置２１５のうちの
少なくとも一部を含むように実現されてもよいし、トランシーバ、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ
　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ）モジュール、カメラ、各種センサ、データベ
ースなどのような他の構成要素をさらに含んでもよい。より具体的な例として、電子機器
１１０がスマートフォンである場合、一般的にスマートフォンが含んでいる加速度センサ
やジャイロセンサ、カメラモジュール、物理的な各種ボタン、タッチパネルを利用したボ
タン、入力／出力ポート、振動のための振動器などのような多様な構成要素が、電子機器
１１０にさらに含まれるように実現されてよい。
【００３３】
　以下では、放送視聴側でクロマキーを利用した個人化背景を表示する方法およびシステ
ムの具体的な実施形態について説明する。
【００３４】
　従来は、送り出し側で予めクロマキーを適用して画一的な背景の放送映像を送り出して
いたため、すべての視聴者が同じ背景の放送を視聴することしかできなかった。
【００３５】
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　本発明では、放送視聴側でユーザに個人化された背景の放送を視聴することができる機
能を提供する。
【００３６】
　図３は、本発明の一実施形態における、電子機器のプロセッサが含むことのできる構成
要素の例を示したブロック図であり、図４は、本発明の一実施形態における、電子機器が
実行することのできる方法の例を示したフローチャートである。
【００３７】
　本実施形態に係る電子機器１１０には、コンピュータによって実現された放送提供シス
テムが構成されてよい。一例として、放送提供システムは、独立に動作するプログラム形
態で実現されても、特定のアプリケーションのイン－アプリ（ｉｎ－ａｐｐ）形態で構成
され、前記特定のアプリケーション上で動作可能なように実現されてもよく、場合によっ
ては、サーバ１５０との連動によって放送サービスを提供してもよい。
【００３８】
　電子機器１１０にインストールされたアプリケーションが提供する命令に基づき、電子
機器１１０に実現された放送提供システムは、図４に示した放送提供方法を実行してよい
。
【００３９】
　図４に係る放送提供方法を実行するために、電子機器１１０のプロセッサ２１２は、構
成要素として、図３に示すように、放送受信部３１０、背景受信部３２０、および映像出
力部３３０を備えてよい。実施形態によって、プロセッサ２１２の構成要素は、選択的に
プロセッサ２１２に含まれても除外されてもよい。また、実施形態によって、プロセッサ
２１２の構成要素は、プロセッサ２１２の機能の表現のために分離されても併合されても
よい。
【００４０】
　このようなプロセッサ２１２およびプロセッサ２１２の構成要素は、図４の放送提供方
法が含む段階４１０～４４０を実行するように電子機器１１０を制御してよい。例えば、
プロセッサ２１２およびプロセッサ２１２の構成要素は、メモリ２１１が含むオペレーテ
ィングシステムのコードと、少なくとも１つのプログラムのコードとによる命令（ｉｎｓ
ｔｒｕｃｔｉｏｎ）を実行するように実現されてよい。
【００４１】
　ここで、プロセッサ２１２の構成要素は、電子機器１１０に記録されたプログラムコー
ドが提供する命令（一例として、電子機器１１０で実行されたアプリケーションが提供す
る命令）にしたがってプロセッサ２１２によって実行される、プロセッサ２１２の互いに
異なる機能（ｄｉｆｆｅｒｅｎｔ　ｆｕｎｃｔｉｏｎｓ）の表現であってよい。例えば、
電子機器１１０が放送映像を受信するように上述した命令にしたがって電子機器１１０を
制御するプロセッサ２１２の機能的表現として、放送受信部３１０が利用されてよい。
【００４２】
　段階４１０で、プロセッサ２１２は、電子機器１１０の制御と関連する命令がロードさ
れたメモリ２１１から必要な命令を読み取ってよい。この場合、前記読み取られた命令は
、以下で説明する段階４２０～４４０をプロセッサ２１２が実行するように制御するため
の命令を含んでよい。
【００４３】
　段階４２０で、放送受信部３１０は、放送サービスを提供する放送サーバ（一例として
、サーバ１５０）から放送映像を受信してよい。このとき、放送映像とは、クロマキーが
可能な背景前で撮影装置によって被写体（例えば、ショーホストなど）を撮影して取得し
た映像コンテンツである。放送サーバ１５０は、撮影装置から取得した、クロマキーが可
能な背景の放送映像を電子機器１１０に送り出してよい。すなわち、放送映像は、放送の
送り出し側でクロマキーを使用するのではなく、放送サーバを経て放送視聴側である電子
機器１１０に送り出されるようになる。
【００４４】
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　段階４３０で、背景受信部３２０は、放送サービスと関連して個人化背景を提供する背
景提供サーバ（一例で、サーバ１６０）から、電子機器１１０のユーザに個人化された背
景映像を受信してよい。背景提供サーバ１６０は、放送映像とクロマキーが可能な背景映
像を提供する背景プラットフォームの役割を担うものであって、放送サーバ１５０と１つ
のシステムで構成されてもよいし、あるいは個別のシステムで構成されて放送サーバ１５
０との連係によって放送映像に必要な背景映像を提供してもよい。このとき、背景映像は
、イメージはもちろん、動画からなる映像コンテンツであってもよい。一例として、背景
受信部３２０は、背景提供サーバ１６０から、電子機器１１０のユーザが選択した背景映
像を受信してよい。他の例として、背景受信部３２０は、背景提供サーバ１６０から、電
子機器１１０のユーザが事前に設定した条件の背景映像を受信してよい。また他の例とし
て、背景受信部３２０は、背景提供サーバ１６０から、電子機器１１０のユーザと関連す
るインターネット上の情報に基づいて個人化された背景映像を受信してよい。言い換えれ
ば、背景提供サーバは、電子機器１１０のユーザに個人化された背景映像として、電子機
器１１０のユーザが選択した背景映像、予め設定された条件の背景映像、あるいは電子機
器１１０のユーザと関連する情報によって特定された背景映像を提供してよい。背景受信
部３２０は、放送受信部３１０から放送サーバ１５０にサービス要求を伝達するときに、
背景提供サーバ１６０にアクセスして電子機器１１０のユーザに個人化された背景映像を
受信してよい。
【００４５】
　段階４４０で、映像出力部３３０は、放送サーバから受信された放送映像と背景提供サ
ーバから受信された背景映像をクロマキーによって合成した後、合成された映像を最終映
像として出力してよい。映像出力部３３０は、放送映像の背景色をキーとして指定した後
、放送映像で該当のキーの画素を背景映像に置換することによって合成映像を取得してよ
い。映像出力部３３０は、放送映像と背景映像をクロマキーしてから電子機器１１０の出
力装置、すなわち、放送視聴側のディスプレイに出力してよい。電子機器１１０では、放
送サーバから受信した放送映像と背景提供サーバから受信した背景映像をクロマキーした
後にディスプレイに出力する。基本的には、視聴者、すなわち、電子機器１１０のユーザ
に個人化された背景の放送映像を視聴できるようにする機能を提供する。これにより、視
聴側の個人に特化した背景映像を提供することができ、視聴者が背景映像を選択して放送
映像とともに視聴できるようにする基盤を提供することもができる。
【００４６】
　図５は、本発明の一実施形態における、クロマキーを利用して放送映像と背景映像を合
成する過程を説明するための例示図である。
【００４７】
　図５を参照すると、放送視聴側である電子機器１１０では、放送サーバ１５０から放送
映像５０１を受信する過程において、背景提供サーバ１６０から背景映像５０２を受信し
てよい。このとき、放送映像５０１は、クロマキーが予め適用されたものが送り出される
のではなく、クロマキーが適用可能な背景で撮影されたイメージや動画であってよい。ま
た、背景映像５０２も、イメージはもちろん動画で構成されてもよく、電子機器１１０の
ユーザに個人化が可能な情報コンテンツを含んでよい。例えば、情報コンテンツには、広
告コンテンツや、放送と関連する各種付加情報などが含まれてよい。放送サーバ１５０が
ライブクイズショーを放送する場合、背景提供サーバ１６０は、中間広告、クイズの説明
、クイズのヒントなどのような情報コンテンツのうちの少なくとも１つを含んだ背景映像
５０２を提供してよい。
【００４８】
　続いて、電子機器１１０では、クロマキーを利用して放送映像５０１と背景映像５０２
を合成した後、電子機器１１０の画面に合成映像５０３を最終映像として出力してよい。
したがって、放送の送り出し側がクロマキーを予め適用したものを放送として送り出すの
ではなく、放送視聴側で放送映像５０１と背景映像５０２を個別に受信した後、クロマキ
ーを利用して背景映像５０２と放送映像５０１を合成することにより、視聴者である個人
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に最適化された背景で放送を視聴できるように支援することができる。
【００４９】
　一例として、背景映像５０２の個人化は、電子機器１１０のユーザによる選択によって
可能となる。背景提供サーバ１６０は、電子機器１１０からアクセスされる場合、電子機
器１１０に背景プラットフォーム上の背景映像リストを提供してよく、背景映像リストか
ら選択された背景映像を個人化された背景映像５０２として電子機器１１０に送信してよ
い。このとき、背景提供サーバ１６０は、背景映像の選択が遅延する場合には、先ずはデ
フォルト映像を提供し、この後に電子機器１１０のユーザからの選択が完了すれば選択さ
れた背景映像を提供してよい。したがって、電子機器１１０には、ユーザが選択した背景
映像５０２を放送映像の背景として提供することができる。背景提供サーバ１６０が提供
する背景映像の他にも、ユーザが電子機器１１０のローカル領域に格納された映像を背景
映像として選択して適用することも可能である。
【００５０】
　また、背景提供サーバ１６０は、ユーザ間で背景映像を共有する機能を提供してよい。
言い換えれば、背景提供サーバ１６０は、放送サーバ１５０や他のサーバ（例えば、メッ
センジャー、ＳＮＳなど）との連動により、ユーザ間のソーシャル関係に基づき、ユーザ
の共有要求にしたがってユーザが選択した背景映像を他のユーザに提供したり、他のユー
ザからの共有要求にしたがって他のユーザが選択した背景映像をユーザに提供したりして
よい。
【００５１】
　他の例として、背景映像５０２の個人化は、電子機器１１０のユーザによる事前設定に
よって可能となる。電子機器１１０のユーザは、放送映像５０１に合成しようとする背景
映像に対する条件を事前に設定してよく、背景提供サーバ１６０は、電子機器１１０から
アクセスされる場合、背景プラットフォーム上の背景映像のうちで電子機器１１０のユー
ザが事前に設定した条件に対応する背景映像を個人化された背景映像５０２として電子機
器１１０に送信してよい。背景映像のメタデータに含まれた情報や管理データ、例えば、
キーワード（ハッシュタグ）、カテゴリ、最新性、人気度などを事前設定条件として利用
してよい。例えば、ユーザが「人気の子犬の写真」のような条件を設定した場合、背景提
供サーバ１６０は、電子機器１１０からのアクセス時に、「子犬」に該当する写真のうち
から最も人気度が高い写真を自動選定して電子機器１１０に送信してよい。したがって、
電子機器１１０には、ユーザの事前設定条件に対応する背景映像５０２を放送映像の背景
として提供することができる。
【００５２】
　また他の例として、背景映像５０２の個人化は、電子機器１１０のユーザと関連するイ
ンターネット上の情報を利用することによって可能となる。背景提供サーバ１６０は、背
景映像のメタデータに含まれた情報を利用することにより、背景プラットフォーム上の背
景映像のうちでユーザと関連する情報に対応する背景映像を個人化された背景映像５０２
として電子機器１１０に送信してよい。例えば、電子機器１１０のユーザの位置に対応す
るランドマーク映像を背景映像５０２として提供してよい。また、背景映像は、ターゲッ
ト要素が含まれた情報コンテンツからなってよく、背景提供サーバ１６０は、ターゲット
要素が電子機器１１０のユーザと関連する情報と対応する背景映像を個人化された背景映
像５０２として電子機器１１０に送信してよい。より詳しく説明すると、背景提供サーバ
１６０は、放送サーバ１５０や他のサーバ（図示せず）との連動により、電子機器１１０
のユーザと関連する情報としてユーザプロフィール（年齢、性別、位置、関心事など）、
検索履歴、コンテンツ消費履歴、ショッピング履歴などを収集してよく、このような情報
に対応する背景映像を自動で選定して電子機器１１０に送信してよい。したがって、電子
機器１１０には、電子機器１１０のユーザと関連する情報に基づいてユーザ個人をターゲ
ットにした背景映像５０２を放送映像の背景として提供することができる。
【００５３】
　また他の例として、背景映像５０２の個人化は、電子機器１１０のユーザのソーシャル
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関係によって特定された少なくとも１つの他のユーザと関連する映像を利用することで可
能となる。背景提供サーバ１６０は、放送サーバ１５０や他のサーバ（例えば、メッセン
ジャー、ＳＮＳなど）との連動によって電子機器１１０のユーザのソーシャル関係を確認
した後、このようなソーシャル関係に基づき、現在放送サービスを利用しているユーザの
うちで電子機器１１０のユーザとソーシャル関係がある他のユーザの映像を組み合わせた
ものを電子機器１１０のユーザに個人化された背景映像５０２として提供してよい。図６
を参照すると、電子機器１１０のユーザとソーシャル関係にあるユーザが電子機器１２０
、１３０、１４０のユーザであると仮定するとき、背景提供サーバ１６０は、電子機器１
１０、１２０、１３０、１４０から現在のカメラ映像６０１～６０４をそれぞれ取得した
後、４つのカメラ映像６０１～６０４を１つの映像として組み合わせ、組み合わされた映
像を個人化された背景映像５０２として電子機器１１０に送信してよい。電子機器１１０
、１２０、１３０、１４０から取得するカメラ映像の代わりに、電子機器１１０、１２０
、１３０、１４０のユーザがサービスプラットフォーム上に事前に設定したプロフィール
写真などを利用して背景映像５０２を生成することも可能である。ソーシャル関係の他に
も、電子機器１１０のユーザプロフィール（年齢、性別、位置、関心事など）によって特
定された少なくとも１人の他のユーザと関連する映像を利用することも可能である。例え
ば、電子機器１１０のユーザの位置を基準として一定の半径内に位置する他のユーザの映
像を利用したり、電子機器１１０のユーザと同じ関心事をもつ他のユーザの映像を利用し
たりすることで、電子機器１１０のユーザに個人化された背景映像５０２を生成して提供
してよい。言い換えれば、背景提供サーバ１６０は、地域別、関心事別、性別、年齢別な
どの共通条件をもつユーザの映像を利用して個人化された背景映像を生成して提供するこ
とができる。
【００５４】
　このように、本発明の実施形態によると、放送の視聴時に各視聴者が各視聴側でクロマ
キーを利用することで、それぞれに個人化された背景の放送を視聴できるように支援する
ことができる。
【００５５】
　上述した装置は、ハードウェア構成要素、ソフトウェア構成要素、および／またはハー
ドウェア構成要素とソフトウェア構成要素との組み合わせによって実現されてよい。例え
ば、実施形態で説明された装置および構成要素は、プロセッサ、コントローラ、ＡＬＵ（
ａｒｉｔｈｍｅｔｉｃ　ｌｏｇｉｃ　ｕｎｉｔ）、デジタル信号プロセッサ、マイクロコ
ンピュータ、ＦＰＧＡ（ｆｉｅｌｄ　ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｇａｔｅ　ａｒｒａｙ
）、ＰＬＵ（ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　ｌｏｇｉｃ　ｕｎｉｔ）、マイクロプロセッサ
、または命令を実行して応答することができる様々な装置のように、１つ以上の汎用コン
ピュータまたは特殊目的コンピュータを利用して実現されてよい。処理装置は、オペレー
ティングシステム（ＯＳ）およびＯＳ上で実行される１つ以上のソフトウェアアプリケー
ションを実行してよい。また、処理装置は、ソフトウェアの実行に応答し、データにアク
セスし、データを記録、操作、処理、および生成してもよい。理解の便宜のために、１つ
の処理装置が使用されるとして説明される場合もあるが、当業者は、処理装置が複数個の
処理要素および／または複数種類の処理要素を含んでもよいことが理解できるであろう。
例えば、処理装置は、複数個のプロセッサまたは１つのプロセッサおよび１つのコントロ
ーラを含んでよい。また、並列プロセッサのような、他の処理構成も可能である。
【００５６】
　ソフトウェアは、コンピュータプログラム、コード、命令、またはこれらのうちの１つ
以上の組み合わせを含んでもよく、思うままに動作するように処理装置を構成したり、独
立または集合的に処理装置に命令したりしてよい。ソフトウェアおよび／またはデータは
、処理装置に基づいて解釈されたり、処理装置に命令またはデータを提供したりするため
に、いかなる種類の機械、コンポーネント、物理装置、コンピュータ記録媒体または装置
に具現化されてよい。ソフトウェアは、ネットワークによって接続されたコンピュータシ
ステム上に分散され、分散された状態で記録されても実行されてもよい。ソフトウェアお
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【００５７】
　実施形態に係る方法は、多様なコンピュータ手段によって実行可能なプログラム命令の
形態で実現されてコンピュータ読み取り可能な媒体に記録されてよい。このとき、媒体は
、コンピュータ実行可能なプログラムを継続して記録するものであっても、実行またはダ
ウンロードのために一時記録するものであってもよい。また、媒体は、単一または複数の
ハードウェアが結合した形態の多様な記録手段または格納手段であってよく、あるコンピ
ュータシステムに直接接続する媒体に限定されることはなく、ネットワーク上に分散して
存在するものであってもよい。媒体の例としては、ハードディスク、フロッピーディスク
、および磁気テープのような磁気媒体、ＣＤ－ＲＯＭおよびＤＶＤのような光媒体、フロ
プティカルディスク（ｆｌｏｐｔｉｃａｌ　ｄｉｓｋ）のような光磁気媒体、およびＲＯ
Ｍ、ＲＡＭ、フラッシュメモリなどを含み、プログラム命令が記録されるように構成され
たものであってよい。また、媒体の他の例として、アプリケーションを配布するアプリケ
ーションストアやその他の多様なソフトウェアを供給または配布するサイト、サーバなど
で管理する記録媒体または格納媒体が挙げられる。
【００５８】
　以上のように、実施形態を、限定された実施形態および図面に基づいて説明したが、当
業者であれば、上述した記載から多様な修正および変形が可能であろう。例えば、説明さ
れた技術が、説明された方法とは異なる順序で実行されたり、かつ／あるいは、説明され
たシステム、構造、装置、回路などの構成要素が、説明された方法とは異なる形態で結合
されたりまたは組み合わされたり、他の構成要素または均等物によって対置されたり置換
されたとしても、適切な結果を達成することができる。
【００５９】
　したがって、異なる実施形態であっても、特許請求の範囲と均等なものであれば、添付
される特許請求の範囲に属する。
【図１】 【図２】

【図３】
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